
平成29年5月29日

（単位　千円）

科　　　　目 金　　　額 科　　　　目 金　　　額

Ⅰ流　動　資　産 1,781,004 Ⅰ流　動　負　債 750,167

992,710 304,405

125,505 148,014

197,408 158,253

335,748 80,756

16,081 10,977

6,853 22,349

216 22,071

6,350 339

100,129 3,000

Ⅱ固　定　資　産 294,802 Ⅱ 20,329

1 285,336 20,329

2,685 770,496

972

244,901 Ⅰ 1,305,310

34,850 1 70,000

1,926 2 1,235,310

2 2,392 3,350

3 7,073 1,231,960

6,863

210

2,075,806 2,075,806

受 取 手 形 工 事 未 払 金

第 ２６ 期  決  算  公  告

千葉県市川市千鳥町１４番地４

株式会社　サンドテクノ

代表取締役社長　川村邦雄

貸  　借  　対  　照  　表

平成２９年３月３１日現在

（　資　産　の　部　） （　負　債　の　部　）

現 金 預 金 支 払 手 形

完 成 工 事 未 収 入 金 そ の 他 事 業 未 払 金

売 掛 金 未 払 金

材 料 貯 蔵 品 未 払 費 用

有 形 固 定 資 産 役 員 退 職 慰 労 引 当 金

繰 延 税 金 資 産 未 払 法 人 税

未 収 収 益 未 払 消 費 税 等

未 収 入 金 預 り 金

そ の 他 賞 与 引 当 金

固　定　負　債

無 形 固 定 資 産 利益準備金

建 物 負債合計

構 築 物 （ 純 資 産 の 部 ）

機 械 株　主　資　本

車 両 運 搬 具 資 本 金

工 具 器 具 ・ 備 品 利 益 剰 余 金

繰越利益剰余金投 資 そ の 他 の 資 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

資　産　合　計 負　債  純　資　産　合　計



個別注記表

(1)たな卸資産の評価基準及び評価方法
     材料貯蔵品          材料貯蔵品の評価は原価法(最終仕入原価法）によっている。

(2)固定資産の減価償却の方法

　　　  　並びに平成28年４月１日以降に取得した建物付属設備及び構築物は
　　　　　定額法。なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法の定め
　　　　　と同一の基準によっている。

 　　無形固定資産　　　  定額法
    　　　　　　　　　   なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用

　　　　　可能期間（5年）に基づく定額法を採用している。

     有形固定資産        定率法                                                            但し、平成10年4月1日以降
                 　  　  但し、平成10年4月1日以降に取得した建物(建物付属設備を除く)

１．重要な会計方針に係る事項

(3)引当金の計上基準

(4)収益及び費用の計上基準

     

　   役員退職慰労引当金  役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規定(内規)
　　　                   に基づく期末要支給額を計上している。

　　                　 　おける支給見込額に基づき計上している。
　　 賞与引当金     　   従業員に対して支給する賞与の支出に備えるため、当事業年度末にお

　　                     当事業年度末までの進捗部分について、成果の確実性が認められる工
　   　　　　　　　　　　工事については工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法）工事については工事完成基準を採用している。
　　　　　　　　　　　　 を、その他の工事については工事完成基準を適用している。

(5)消費税等の会計処理　　消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

(注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示している。

２．当期純損益金額　　 　当期純利益　　　234,959千円当期純利益　　　234,959千円


